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住民税の均等割額が変わります	����� ８

主な内容

秋深まり木々の葉彩り鮮やかに
　伊香保ロープウェイ山頂の見晴駅周辺にある｢上ノ山公
園｣。毎年11月上旬から紅葉が鮮やかになり、観光客や地
元の人たちに人気のスポットです。また、公園内の見晴
展望台｢ときめきデッキ｣から望む山々や眼下に広がる市
街地などの景色は、心を打たれるほどの絶景。来年は、
伊香保での秋を満喫してみてはいかがでしょうか。
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■歳出の性質別内訳

※その他は、維持補修費、災害復旧費、積立金、繰出金です。

民生費
103億4,403万円
(31.3%)

土木費
33億1,722万円
(10.0%)

衛生費
28億8,179万円
(8.7%)

市税
109億5,245万円
(31.1%)

民生費
103億4,403万円
(31.3%)

330億4,937万円

352億1,959万円

330億4,937万円
歳出

総務費
43億9,814万円
(13.3%)

教育費
43億3,197万円
(13.1%)

土木費
33億1,722万円
(10.0%)

公債費
31億2,898万円
(9.5%)

衛生費
28億8,179万円
(8.7%)

農林水産業費
16億2,853万円(4.9%)

消防費
16億9,572万円

(5.1%)

商工費
9億7,964万円(3.0%)

議会費
2億9,033万円(0.9%)

労働費
5,302万円(0.2%)

352億1,959万円
歳入

市税
109億5,245万円
(31.1%)

地方交付税
92億5,484万円
(26.3%)

諸収入
15億5,988万円
(4.4%)

繰入金
6億8,578万円(1.9%)

繰越金
10億1,269万円(2.9%)

その他自主財源
11億1,068万円
(3.3%)

その他依存財源
17億83万円
(4.7%)

県支出金
22億3,443万円
(6.3%)

国庫支出金
31億9,851万円
(9.1%)

国庫支出金
31億9,851万円
(9.1%)

市債
35億950万円
(10.0%)

市債
35億950万円
(10.0%)

自主財源
153億2,148万円
(43.6%)

依存財源
198億9,811万円
(56.4%)

  330億4,937万円 100.0% 100.0%

支出することが決められている経費 150億7,558万円 45.6% 45.7%

人件費（市職員の給与など） 61億2,434万円 18.5% 18.9%

扶助費（社会保障にかかる市民への直接的な給付） 58億2,243万円 17.6% 17.5%

公債費（借入金の償還費） 31億2,881万円 9.5% 9.3%

支出するかどうか自ら決められる経費 137億7,702万円 41.7% 42.7%

物件費（物品購入、委託料など） 47億4,453万円 14.3% 14.3%

補助費（福祉や団体活動などへの補助金） 39億5,894万円 12.0% 12.2%

貸付金（民間などへの融資） 7億2,442万円 2.2% 2.2%

その他（※）  43億4,913万円 13.2% 14.0%

資産を形成する支出  41億9,677万円 12.7% 11.6%

市民生活の基盤整備  41億9,677万円 12.7% 11.6%

歳 出 の 合 計

前年度
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平成24年度決算状況報告

一般会計 歳入352億1,959万円／歳出330億4,937万円

　平成24年度決算における、一般会計の歳入総額は、352億1,959万円で、前年
度の決算額と比べて0.6％の減。また、歳出総額は330億4,937万円で、前年度
比0.8％の減となりました。項目別の割合を見ると、歳入では、前年度とほぼ同
様の割合となっています。また、歳出は総務費や土木費が減りましたが、民生
費や教育費が増えています。

　平成24年度の各会計決算が市議会9月定例会で認定
されましたので、その概要についてお知らせします。



基金および市債の状況

●健全化判断比率

●資金不足比率

比率の名称

実質赤字比率

連結実質赤字
比 率
実 質 公 債 費
比 率

将来負担比率

本市の比率

赤字なし

赤字なし

9.0%

28.9%

比率の名称

資金不足比率
(各公営企業会計)

本市の比率

不足なし

経営健全化基準

20.0%

早期健全化
基 準

12.34%

17.34%

25.0%

350.0%

財 政 再 生
基 準

20.0%以下

30.0%以下

35.0%以下

－

特
別
会
計

水

　
　道

事
業
会
計
病

　
　院

事
業
会
計

項　目 歳　入 歳　出

項　目 収　入 支　出

国民健康保険
(事業勘定)
国民健康保険
(診療施設勘定)

後期高齢者医療

介護保険

特　別　養　護
老人ホーム事業

農産物直売事業

伊香保温泉
観光施設事業

小野上温泉事業

交流促進センター事業

下水道事業

農業集落排水事業

個別排水処理事業

簡易水道事業

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

105億3,996万円

1億2,780万円

9億2,787万円

70億3,276万円

4,194万円

876万円

9,779万円

3,715万円

849万円

21億1,412万円

11億7,640万円

1,953万円

2億5,017万円

 

17億2,250万円

1億230万円

15億4,421万円

1億9,130万円

97億7,330万円

1億2,780万円

9億2,245万円

69億9,658万円

4,194万円

837万円

9,779万円

3,715万円

713万円

20億9,626万円

11億7,090万円

1,953万円

2億5,017万円

 

15億8,196万円

7億6,842万円

16億7,535万円

1億9,130万円

財政調整
基　　金

減債基金

特定目的
基金（※）

項　目 平成23年度末 平成24年度末 増　減

基金(一般会計) 68億3,949万円

44億2,828万円

5億9万円

19億1,113万円

74億8,913万円

49億637万円

7億26万円

18億8,251万円

6億4,964万円

4億7,809万円

2億17万円

△2,862万円

一般会計･
特別会計
水道事業
会　　計
病院事業
会　　計

市債(借入金)残高 620億5,959万円

549億764万円

55億3,584万円

16億1,612万円

622億6,948万円

555億3,830万円

52億9,102万円

14億4,016万円

2億989万円

6億3,066万円

△2億4,482万円

△1億7,595万円

※水道事業会計で資本的収入額が資本的支出額に不足する分は、過年度分損益勘定留
保資金などで補いました。
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  問い合わせ先：本財政課財政係 (℡�2414)

特別会計・企業会計
24年度決算にみる財政状況
　｢健全化判断比率｣では、４つの指
標のうち、いずれも早期健全化基準
や財政再生基準を超えないことが健
全な財政状況にあることを示します。
また、市の公営企業会計では、｢資金
不足比率｣が経営健全化基準を超えな
いことが健全な財政状況にあること
を示します。
　本市では、下表のとおり全ての比
率が基準値を下回り、財政運営が健
全な状況であるという結果になりま
した。今後も財政規律を維持しなが
ら健全な財政運営に努めます。

　財政状況の詳細なデータは、市ホ
ームページ(http://www.shibukawa.
lg.jp)で見られます。

実質赤字比率　行政サービスの中心となる
一般会計などの、赤字の程度を指標化した
もの。赤字がないことが望ましい。
連結実質赤字比率　全会計の赤字や黒字を
合算し、市全体での赤字の程度を指標化し
たもの。赤字がないことが望ましい。
実質公債費比率　借入金の返済額とそれに
準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの
危険度を示すもの。数値が低いほうが望ま
しい。
将来負担比率　市の一般会計の借入金や将
来支払う可能性のある負担などについて、
現在残高の程度を指標化し、今後の財政を
圧迫する可能性を示す比率。数値が低いほ
うが望ましい。
資金不足比率　公営企業の資金不足を、公
営企業の事業規模である料金収入の規模と
比較して指標化し、経営状況の深刻度を示
す比率。不足額がないことが望ましい。

■ことばの説明 ---------------------

※特定目的基金とは、福祉事業基金、国際交流基金など、用途が特定されている基金の
ことです。



※
写
真
は
今
年
９
月
ま
で
に
行
わ
れ
た
主
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

※一般会計とは、市税を主な収入財源として、市民生活に密着した福祉や教育、道路整備やごみ処理といった行政サービス全般に関する経理
を行う会計です。

市民の皆さんに納めていただく
固定資産税や市民税など
市の財政状況に応じて国から
交付されるお金
特定の事業を行うために国か
ら交付されるお金
国や金融機関などから借り入
れるお金

利子や雑収入など

特定の事業を行うために県か
ら交付されるお金
積み立てていた基金から繰り
入れるお金

財産収入やそのほかの収入

市 税

地方交付税

国庫支出金

市 債

諸 収 入

県 支 出 金

繰 入 金

そ の 他

入
歳 予算額

103億8,498万円

83億円

34億2,084万円

63億8,050万円

16億3,688万円

22億1,336万円

17億9,467万円

29億3,869万円

予算額
3億1,438万円

48億2,545万円

105億8,468万円

28億1,084万円

16億5,630万円

9億9,786万円

40億4,393万円

69億5,494万円

33億6,408万円

15億1,746万円

収入済額(収入率)

支出済額(執行率)

収入済額(収入率)
57億4,829万円(55.4％)

61億2,866万円(73.8％)

13億4,937万円(39.4％)

0万円(0.0％)

2億8,827万円(17.6％)

3億7,241万円(16.8％)

0万円(0.0％)

10億8,336万円(36.9％)

61億2,866万円(73.8％)

13億4,937万円(39.4％)

0万円(0.0％)

2億8,827万円(17.6％)

3億7,241万円(16.8％)

0万円(0.0％)

10億8,336万円(36.9％)

（

）

出
歳
（

）
借り入れたお金の返済に使わ
れるお金
消防費や労働費など、その他
の支出

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

議員の報酬や、議会運営など
に使われるお金
市の全般的な事務に使われる
お金
子どもやお年寄り、障害を持って
いる人のために使われるお金
市民の健康増進やごみの処理
などに使われるお金
農林業の振興や土地改良など
に使われるお金
商工業や観光振興などに使わ
れるお金
道路や公園など都市基盤の整
備に使われるお金
幼稚園、小･中学校、文化活動
などに使われるお金

支出済額(執行率)
1億6,947万円(53.9％)

22億501万円(45.7％)

40億1,003万円(37.9％)

12億8,627万円(45.8％)

2億7,496万円(16.6％)

6億3,481万円(63.6％)

7億8,988万円(19.5％)

24億61万円(34.5％)

16億1,314万円(48.0％)

6億569万円(39.9％)

1億6,947万円(53.9％)

22億501万円(45.7％)

40億1,003万円(37.9％)

12億8,627万円(45.8％)

2億7,496万円(16.6％)

6億3,481万円(63.6％)

7億8,988万円(19.5％)

24億61万円(34.5％)

16億1,314万円(48.0％)

6億569万円(39.9％)

%001%05%０

%001%05%０

収
入
率
40

収
入
済
額 

１
４
９
億
７
０
３
６
万
円

４

執
行
率
37

支
出
済
額
１
３
９
億
８
９
８
７
万
円

７

一 般 会 計一 般 会 計 歳入･歳出予算370億6,992万円

ハワイ王国公使別邸のリニューアル 子ども議会 はつらつスポーツ大会
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市の財政状況
中間報告

　市では｢市財政概要の作成および公表
に関する条例｣に基づいて、皆さんが納
めた市税などの収入状況とその使われ
方、市の借入金(市債)などの財政状況
を、年２回公表しています。
　今回は、４月１日から９月30日までの
上半期の財政状況をお知らせします。

平
成
25
年
度



市　有
財産の
状　況

基　金 土地（山林含む） 建　物 有価証券その他の権利

特定目的基金

その他の基金

39億6,396万円

67億769万円
1,230万1,861㎡ 36万8,548㎡ 14億428万円

※特定目的基金とは、福祉事業
や国際交流など、用途が特定さ
れている基金のことです。その
他の基金には、市税収入の大幅
な減少などに備えて積み立てて
いる基金を含みます。

※企業会計とは、市などが直接経営する企業の会計です。
※収益的収支＝企業の経営活動にかかる収支。
※資本的収支＝企業の将来の経営活動に備えて行う建設改良などにかかる収支。

企 業 会 計企 業 会 計

水
道
事
業

病
院
事
業

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

区　　分 予算額 収入または
支出済額

収入率または
執行率

16億8,722万円

15億9,830万円

1億3,557万円

8億6,968万円

16億2,928万円

18億2,697万円

1億9,603万円

1億9,603万円

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

8億4,076万円

4億309万円

110万円

3億7,990万円

8億830万円

7億396万円

1億3,937万円

9,958万円

49.8％

25.2％

0.8％

43.7％

49.6％

38.5％

71.1％

50.8％

※特別会計は、保険料や使用料などの収入によって運営する事業の会計です。一般会計
とは区別して経理しています。

特 別 会 計特 別 会 計
区　　分 予算額 収入済額

（収入率）
支出済額
（執行率）

国 民 健 康 保 険
（事 業 勘 定）
国 民 健 康 保 険
（診療施設勘定）

後期高齢者医療

介 護 保 険

特 別 養 護
老人ホーム事業

農作物直売事業

伊 香 保 温 泉
観 光 施 設 事 業

小野上温泉事業

交 流 促 進
セ ン タ ー 事 業

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

個別排水処理事業

簡 易 水 道 事 業

103億981万円

1億4,593万円

9億1,786万円

72億4,164万円

4,213万円

997万円

9,162万円

3,756万円

1,431万円

22億9,963万円

15億3,033万円

4,506万円

2億5,892万円

40億3,405万円
(39.1％)
3,608万円
(24.7％)

3億1,882万円
(34.7％)

28億3,815万円
(39.2％)

0万円
(0.0％)

957万円
(96.0％)

4,095万円
(44.7％)

675万円
(18.0％)

0万円
(0.0％)

3億347万円
(13.2％)

7,144万円
(4.7％)

173万円
(3.8％)

5,671万円
(21.9％)

41億695万円
(39.8％)
6,075万円
(41.6％)

3億1,183万円
(34.0％)

30億2,246万円
(41.7％)

2,829万円
(67.1％)

9万円
(0.9％)

3,175万円
(34.7％)

1,588万円
(42.3％)

240万円
(16.8％)

8億6,263万円
(37.5％)

4億7,993万円
(31.4％)

525万円
(11.7％)

5,877万円
(22.7％)
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  問い合わせ先：本財政課財政係 (℡�2414)

■市債の状況　

●市民一人当たりの借入額

72万5,207円

    借入金の使いみち

総合計

    借入金の使いみち

一 般 ・ 特 別 会 計

　下水道の整備

　道路・橋りょうの
　整備、区画整理

　教育施設の建設

　温泉・観光施設の建設

　その他

水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

総合計

借入金残額(万円)    
（前年同期比較）     

600億2,536万円
(2億793万円)

借入金残額(万円)    
（前年同期比較）     

535億5,059万円
(6億3,426万円)

216億4,886万円
(△1億2,833万円)

78億1,336万円
(△3億5,222万円)

31億8,687万円
(5億1,371万円)

5億6,889万円
(△2億1,451万円)

203億3,261万円
(△8億1,561万円)

51億2,704万円
(△2億4,943万円)

13億4,773万円
(△1億7,690万円)

600億2,536万円
(2億793万円)

市の借入金(市債)の総額は
600億2,536万円

　市の借入金である市債の平成25年９
月30日現在の残高は、全会計を合わせ
て600億2,536万円です。市民一人当た
りに換算すると、約73万円になります。
　市債は、市が道路整備や公共施設の
建設などを行うときに、国や金融機関
から借り入れるお金です。施設などを
造った年の税金だけでなく、施設を利
用していく将来の市民の皆さんにも費
用を負担してもらうことにより、世代間
の負担を公平にすることができます。
しかしながら、市債は将来必ず返済を
しなければならないお金です。今後も
市債の借り入れに当たっては、後年度
の返済額を十分考慮し、計画的に行い
ます。
(平成25年９月末日現在人口＝８万2,770人)
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渋
川
総
合
病
院
で

職
場
体
験
を
行
っ
た

桑
原
陽ひ

な菜
さ
ん
と
藤

垣
清さ

や

香か

さ
ん
。
二
人

は
、
看
護
師
さ
ん
と

一
緒
に
、
固
形
の
薬

が
飲
め
な
い
入
院
患

者
さ
ん
の
た
め
に
、

薬
を
粉
状
に
す
り
つ

ぶ
す
作
業
や
、
入
院

中
の
患
者
さ
ん
の
入

浴
の
お
手
伝
い
な
ど

を
、
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
３
日
間
、
渋
川
北
中
学
校
２

年
生
の
生
徒
た
ち
が
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
所
で｢

職
場

体
験
学
習｣

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
市
役
所
秘
書
広
報
課
の
職
場
を
体
験
し
た

北
原
大
地
さ
ん
に
、
市
役
所
で
体
験
学
習
を
行
っ
た
何
人
か

の
生
徒
を
取
材
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
生
懸
命
仕
事
に
取

り
組
ん
だ
生
徒
た
ち
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

豆記者・北原さんが取材に挑戦
　　　　　　　　～働くって大変だ～

　

健
康
管
理
課
で
職

場
体
験
を
行
っ
た
久

保
野
稜り

ょ
う

也や

さ
ん
。
上

の
写
真
は
、
１
歳
未

満
の
乳
児
と
保
護
者

を
対
象
と
し
た｢

す

く
す
く
教
室｣

で
働
い

て
い
る
様
子
で
す
。

久
保
野
さ
ん
は
、
赤

ち
ゃ
ん
の
身
長
・
体
重

を
量
る
お
手
伝
い
や
、

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
び
相

手
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
し
た
。

　 【桑原さん】
病院で働くことは、想像していたより大変でし
た。嫌なことがあっても笑顔で働く看護師さん
たちを、改めてすごいと思いました。

【藤垣さん】
病院内には、働くうえでのさまざまな工夫が凝
らしてあることに驚きました。今回の体験を通  
　  して成長できた気がします。

桑原さん 藤垣さん

久保野さん

す
く
す
く
教
室
で
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話

渋
川
総
合
病
院
で
患
者
さ
ん
の
お
手
伝
い

人と接するという
ことは、思っていた
以上に大変でした。職
場体験を通して、理学
療法士に一歩近づけた
ような気がします。
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  中学生職場体験レポート

　　【山川さん】
　新幹線が速くて測定するのが難しかったです。
緊張したけれど、慎重に仕事ができました。

【町田さん】
新幹線の騒音測定は、集中しないと失敗するので、
ちゃんと測定できると達成感がありました。

【五十嵐さん】
 ｢市役所の仕事にはこんな仕事もあるんだ｣と、
　　 新たな発見をすることができました。

　

秘
書
広
報
課
で
職
場
体
験
を

行
っ
た
北
原
大
地
さ
ん
。
本
ペ

ー
ジ
を
作
成
す
る
た
め
に
豆
記

者
に
な
っ
て
も
ら
い
、
写
真
を

取
り
に
行
っ
た
り
、
文
章
を
考

え
た
り
と
、｢

広
報
し
ぶ
か
わ｣

が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
て

い
く
か
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
取
材
で
は
、
楽
し
そ
う

な
様
子
で
積
極
的
に
写
真
を
撮

影
。
広
報
作
り
の
楽
し
さ
を
感

じ
て
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　　　最初は、秘書広報課
　と聞いて秘書の仕事をしな
がら広報の仕事もするのかなと
思いました。ところが、実際は、
秘書係と広報係の２つの係に分か
れていて、僕は広報係の職場体験
を３日間させてもらいました。
　３日間の職場体験期間中に、取材
のため市内あちこちを回り、写真
を撮るのがとても楽しかったです。
初日は緊張していましたが、課の
みんなが優しくしてくれたので、
すぐに緊張が解けました。市役所
の中を案内してもらったり、仕組
みを教えてもらった時に、市役所
の仕組みはすごいなと改めて思
いました。職場体験がもう一度で
きるなら、また市役所にしたいで
す。それほど楽しく過ごすことが
できました。この体験をバネにし
　て、自分の夢に向かって頑張
　　りたいと思います。

山川さん 町田さん 五十嵐さん

北原さん

北原さんが撮影した伊香保「河鹿橋」

新
幹
線
の
騒
音
を
専
用
の
機
器
で
測
定

　

環
境
課
で
職
場
体

験
を
行
っ
た
山
川
智

也
さ
ん
、
町
田
紀の

り
あ
き明

さ
ん
、
五
十
嵐
萌も

え

登と

さ
ん
。
３
人
は
、
新

幹
線
の
騒
音
を
測
る

お
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。
専
用
機
器
を
用

い
て
騒
音
を
測
定
す

る
の
は
、
タ
イ
ミ
ン

グ
が
重
要
。
３
人
と

も
失
敗
し
な
い
よ
う

に
、
集
中
し
た
様
子

で
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

カ
メ
ラ
と
ペ
ン
を
片
手
に
取
材
に
挑
戦



平
成
26
年
度
か
ら
住
民
税
の
均
等
割
額
が
変
わ
り
ま
す
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税務課からのお知らせ

　

住
民
税
と
は
、
県
や
市
町
村
の
仕

事
に
必
要
な
経
費
を
、
広
く
住
民
の

皆
さ
ん
に
そ
の
能
力
に
応
じ
て
負
担

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
考
え
方
で
設

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、｢

会
費｣

の
よ

う
な
性
格
を
持
っ
て
お
り
、
前
年
中

の
所
得
に
つ
い
て
掛
か
る
税
金
で
す
。

｢

市
民
税｣

と｢
県
民
税｣

を
併
せ
て
一

般
に｢

住
民
税｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
課
税
か
ら
、｢

個
人

導
入
の
目
的　

｢

東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
実

施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要

な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律(

平
成
23
年
法

律
第
１
１
８
号)｣

が
交
付
さ
れ
、
全

国
の
地
方
公
共
団
体
で
行
わ
れ
る
緊

急
防
災･
減
災
施
策
に
要
す
る
費
用
の

財
源
を
確
保
す
る
た
め

内
容　

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年

度(

10
年
間)

に
お
い
て
、
各
年
度
の

個
人
の
市
町
村
民
税･
県
民
税
の
均
等

割
の
税
率
に
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
が

上
乗
せ
に
な
り
ま
す

※
１
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

を
図
る
基
本
理
念
に
基
づ
き
実
施

す
る
防
災
施
策
の
財
源
に
つ
い
て

※
２
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
に
つ
い
て

導
入
の
目
的　

県
民
共
有
の
財
産
で

あ
る
豊
か
な
森
林
環
境
を
適
切
に
整

備
し
、
保
全
し
て
い
く
た
め
の
施
策

に
要
す
る
経
費
の
財
源
を
確
保
す
る

た
め

内
容　

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年

度(

５
年
間)

に
お
い
て
、
各
年
度
の

個
人
の
県
民
税
の
均
等
割
の
税
率
に

７
０
０
円
が
上
乗
せ
に
な
り
ま
す

区　分 県民税 
均等割

市町村民税 
均等割 合　計

　上乗せ前の均等割額 1,000円　 3,000円　 4,000円　

東日本大震災からの復興を図る基本
理念に基づき実施する防災施策の財

　源　※１
(平成26年度から平成35年度まで10

　年間）

500円　 500円　 1,000円　

　ぐんま緑の県民税　※２
 (平成26年度から平成30年度まで５

　年間）
700円　 ― 700円　

合　計 2,200円　 3,500円　 5,700円　

平成26年度からの住民税均等割額

▷税の仕組みに関すること＝県
総務部税務課(℡027-226-2196)
▷ぐんま緑の県民税の使い道な
ど森林保全に関すること＝県環
境森林部林政課(℡027-226-32
11)
　詳しくは、本税務課(℡�211
3)へ。

税に関する問い合わせ先

　このアンケート調査は、市民の皆さんの幼児教
育･保育や地域におけるさまざまな子ども･子育て
支援サービスの利用希望を把握するものです。
　皆さんから寄せられた結果をもとに、施設やサ
ービスがどのくらい必要になるかを推計し、平成
27年４月に予定されている｢子ども･子育て支援新
制度｣のスタートに向けて、新制度の事業計画を

策定します。
　対象となった人は、調査へのご協力をお願いし
ます。
対象者　無作為に抽出された小学３年生以下の子
どもを持つ保護者
※対象者には、12月中に調査票を郵送します。
問い合わせ先　本こども課(℡�2415)

渋川市子ども･子育て支援アンケート調査にご協力ください

防
災
施
策
と
森
林
環
境
の
整
備

の
た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

の
市
民
税･

県
民
税
の
税
率
の
特
例

等｣

と
し
て
別
表
の
と
お
り
市
民
税･

県
民
税
が
上
乗
せ
と
な
り
ま
す
。
ご

理
解･

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（別表）



宅
地
と
山
林
２
物
件
を
売
却
／
入
札
日
は
12
月
17
日
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市有地を一般競争入札で売却します

　

市
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

市
有
地
の
売
却
を
行
い
ま
す
。

入
札
日　

12
月
17
日
㈫
午
前
10
時

入
札
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
西
棟
入

札
室

売
却
物
件
の
表
示
な
ど　

左
表
の
と

お
り

入
札
参
加
資
格　

個
人
、
法
人
を
問

わ
ず
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

※
そ
の
他
法
令
な
ど
に
よ
り
参
加
で

　市では、高齢者や障害のある人が自宅で急病な
どの事態になった際、救助者が素早く対応できる
よう医療情報や緊急連絡先などを記載しておくキ
ットの配布をしています。
　このキットの配布を、平成25年12月から日中
独居の高齢者なども対象となるよう要件を拡大し
ました。
対象者　65歳以上または障害のある人のみで構成

される世帯の人　※日中や夜間にこの要件を満た
す人も対象となります。
費用　無料
申請方法　▷65歳以上の人＝直接本高齢福祉課ま
たは各総合支所市民福祉課へ　▷障害のある人＝
直接本社会福祉課または各総合支所市民福祉課へ
申請開始日　12月２日(月)
問い合わせ先　高齢福祉課(℡�2257)

救急医療情報キットの配布対象を拡大します

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

入
札
保
証
金　

入
札
金
額
の
１
０
０

分
の
５
以
上
の
現
金
ま
た
は
小
切
手

を
納
入

落
札
者
の
決
定　

有
効
札
の
う
ち
、

予
定
価
格
以
上
で
最
高
価
格
を
入
札

し
た
参
加
者

契
約
日　

落
札
の
日
か
ら
５
日
以
内

契
約
保
証
金(

落
札
者
の
み)　

契
約

金
額
の
10
分
の
１
以
上
の
現
金
を
納
入

売
買
代
金
納
入
期
限　

契
約
の
日
か

ら
30
日
以
内
に
全
額
納
入

入
札
参
加
申
込
期
間　

12
月
９
日
㈪

～
13
日
㈮
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分(

正
午
～
午
後
１
時
を
除
く)

申
込
方
法　

申
込
用
紙(

本
財
政
課
に

あ
り
ま
す)

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

財
政
課
へ
提
出

問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課(

℡
�
２

４
１
４)

物件
番号 所　在　地 区分 地目 面積

①用途地域　

②建ぺい率　

 ③容積率

入札予定価格
(最低売払価格) 現地説明会

１  渋川字並木
 720番1 土地 宅地 388.39㎡

 ①第一種住居地域
 ②60％
 ③200％

1,169万円 12月12日(木)
午前10時

２
 伊香保町伊香保
 字榛原588番14
 および588番26

土地 山林
20,873㎡

および
2,605㎡

 ①無指定
 ②70％
 ③400％

２筆合計
469万円

12月12日(木)
午後２時

公売する物件の表示など

【売却物件案内図】

（物件番号２） （物件番号１）

※該当地は渋川市シルバー人材センター
　事務所の跡地です。  　　　　　　　

渋川松井田線

該当地

該当地

1F 並木町駐車場
2F 渋川屋上幼児遊園地並木町

渋川北小

伊香保森林公園

伊香保町伊香保

伊香保
総合支所長峰公園

二ﾂ岳

相馬山

臥牛山

上野原

ＮＮ



渋川ほっと 少林寺拳法で世界第２位！　　
妹とつかんだ栄光

きらり サークル仲間

代 

表

小野上バドミントン部

バドミントンを通して深める交流

　

｢

１
年
く
ら
い
は
大
阪
で
働
い
て
い

た
ん
で
す
け
ど
、
父
の
道
場
を
手
伝

っ
た
り
、
地
元
の
群
馬
で
少
林
寺
拳

法
を
広
め
た
か
っ
た
の
で
、
群
馬
に

帰
っ
て
来
ち
ゃ
い
ま
し
た｣

と
、
は
に

か
み
な
が
ら
話
す
樋
口
由
衣
子
さ
ん

は
、
金
島
中
学
校
の
体
育
の
臨
時
教

員
。
か
わ
い
ら
し
い
穏
や
か
な
外
見

か
ら
は
、｢

少
林
寺
拳
法
を
や
っ
て
い

る｣

と
言
わ
れ
て
も
、
に
わ
か
に
は
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

由
衣
子
さ
ん
は
、
妹
の
麻
緒
さ
ん

と
出
場
し
た
少
林
寺
拳
法
世
界
連
合

主
催
の｢

２
０
１
３
世
界
大
会
ｉ
ｎ　

Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
，
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ｣

で
、
組

演
武
に
よ
っ
て
順
位
を
競
う
競
技
の

一
般
女
子
３
段
以
上
の
部
で
準
優
勝

し
ま
し
た
。
組
演
武
と
は
、
２
人
一

組
で
行
う
競
技
で
、
あ
ら
か
じ
め
自

分
た
ち
で
演
武
す
る
内
容
を
決
め
て

お
い
て
披
露
す
る
も
の
。｢

妹
が
東
京

で
就
職
し
、
２
人
で
練
習
に
打
ち
込

め
な
く
な
る
た
め
、
妹
と
２
人
で
組

演
武
に
出
場
す
る
の
は
こ
の
大
会
で

最
後
。
本
当
は
優
勝
し
た
か
っ
た｣

と

悔
し
そ
う
な
様
子
で
胸
の
内
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

｢

少
林
寺
拳
法
は『
人
づ
く
り
』が

大
切
な
目
的
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

競
い
合
う
よ
り
教
え
合
う
こ
と
で
、

誰
と
で
も
す
ぐ
に
仲
間
に
な
れ
る
と

こ
ろ
が
魅
力｣

と
楽
し
そ
う
に
話
す
由

衣
子
さ
ん
。少
林
寺
拳
法
を
通
し
て
、

日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
に
も

仲
間
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
伺

う
と
、｢

中
学
校
に
少
林
寺
拳
法
部
を

つ
く
り
、
指
導
者
と
し
て
中
学
生
を

日
本
一
に
育
て
た
い｣

と
力
強
く
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

℡�2288

人

(石原･25歳)
樋口由衣子さん

内　容
日　程

場　所
会員数

バドミントン
毎週金曜日
午後７時30分～９時30分
小野上小学校体育館
20人

☆一言アピール☆
　バドミントンのレベルは高
くないですが、毎週みんなで、
和気あいあいと楽しく活動し
ています。羽根突きレベルか
らでも始められますので、興
味があれば一度参加してみま
せんか？

◀
妹
の
麻
緒
さ
ん
と
ガ

ッ
ツ
ポ
ー
ズ

齊藤茂喜さん

10広報しぶかわ
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集中力と腹式呼吸で
６ｍ先の的を射抜く

大 切な命を守るために防災への備えを
｢渋川市総合防災訓練｣

消火器の使用体験(左)
倒壊した建物から負傷
者を自衛隊員が救出(右
上)　車内に閉じ込めら
れた人を消防職員が救
出(右下)

　11月10日に北橘総合グラウンドで行われた、｢渋川市総合防災訓練｣。今回
の訓練は、震度６弱の｢関東平野北西縁断層帯主部地震｣が起こった場合を
想定して行われました。救急車やドクターヘリ、消防車などたくさんの防災
車両が出動し、避難訓練や多数傷病者救助訓練など、さまざまな場面を想定
した訓練を実施。参加者は、アナウンスや誘導者の指示に従い、真剣に取り組
んでいました。

｢スポーツ吹矢教室｣

　11月13日､21日､27日に赤城
スポーツセンターで｢スポーツ吹
矢教室｣が行われました。矢をう
まく飛ばすポイントは、集中力を
高め、腹式呼吸を用いて体内に取
り込んだ空気を一気に吹き出す
こと。６ｍ先にある直径24㎝の
円形の的を狙い矢を放たなけれ
ばなりません。参加者は、最初の
うち、矢が勢い良く飛んでいかな
い様子。それでも次第にコツをつ
かみ、高い確率で的を射抜けるま
でに上達しました。

スポーツ吹矢の呼吸法は、精神
集中や細胞の活性化などに役立
つそうです
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冬の県民交通安全運動冬の県民交通安全運動
事故のない　群馬はあなたの　注意から

反射材　つけて守れる　命あり

スローガン

サブスローガン

　

実
施
期
間
は

12
月
１
日
㈰
～
10
日
㈫

交通安全運動重点項目を意識して
交通事故を防ぎましょう！

飲酒運転には厳しい罰則と
行政処分が科せられます

　自動車で仲間と飲食店
などに行く場合は、お酒
を飲まない人(ハンドルキ
ーパー)を決め、その人が
仲間を自宅まで送り届け
る「ハンドルキーパー運
動」を実践しましょう。

ハンドルキーパー
ロゴマーク

ハンドルキーパー運動の実践

違反種別 罰　則 行政処分
酒酔い
運転 0.25mg/l以上  ５年以下の懲役 

 または100万円以下の罰金
 免許取消し
 ３年

酒気帯び
運転 0.15～0.25mg/l  ３年以下の懲役 

 または50万円以下の罰金

 免許取消し
 ２年
 免許停止
 90日

周辺者の態様 運転者の違反種別 罰　則

車両提供者
酒酔い  ５年以下の懲役 

 または 100 万円以下の罰金

酒気帯び  ３年以下の懲役 
 または 50 万円以下の罰金

酒類提供者 
車両同乗者

酒酔い  ３年以下の懲役 
 または 50 万円以下の罰金

酒気帯び  ２年以下の懲役 
 または 30 万円以下の罰金

飲酒運転に対する罰則と行政処分

車両提供者および酒類提供者に対する罰則

※車両提供者に対しての罰則は、運転者と同等の処罰となります。

　飲酒運転をした本人だけでなく、車両提供者、
酒類提供者および車両同乗者に対しても、下表の
とおり厳しい罰則が適用されます。運転者の周り
の人も協力して飲酒運転を阻止しましょう。

本市民生活課
℡�2463

①高齢者の交通事故防止
道路を横断するときは、道路の横断が
終わるまで左右の安全確認をしっかり
行い、特に左側から来る車に注意しま
しょう
②夕暮れ時と夜間の交通事故防止
夕暮れ時や夜間は、車から見えにくい
ことを意識し、外出時は明るく目立つ
色の服装を着用しましょう
③飲酒運転の根絶
▷飲酒運転の危険性や違法性を認識し、
｢飲酒運転を絶対にしない･させない｣と
いう固い決意を持ちましょう
▷二日酔いで運転すれば、飲酒運転に
なることを強く意識し、飲酒の量や時
間に配慮しましょう
④追突事故･交差点事故の防止
▷一時停止交差点では、停止線直前で
確実に停止して安全確認を徹底し、見
通しの悪い交差点では、不意の飛び出
しなどの危険を予測して、徐行や左右
の安全確認を徹底しましょう
▷追突事故に遭わないために、早めに
方向指示器やストップランプ、ライト
を点灯しましょう

平
成
25
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
群
馬
県
小
・
中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品　

荒
井
典
美
さ
ん（
長
尾
小
６
年
）の
作
品



市美術館からの
お知らせ
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市美術館･桑
く わ は ら ひ ろ も り

原巨守彫刻美術館(℡�3215)

　渋川美術協会では、第12回市民美術展を開催
します。皆さんの応募をお待ちしています。

〈市民美術展〉
■とき　平成26年５月10日(土)～18日(日)午前
10時～午後６時(最終日は午後４時まで)　■と
ころ　市美術館･桑原巨守彫刻美術館３階市民
ギャラリー

〈作品募集〉
■募集作品　①日本画(水墨画を含む)、洋画、
水彩画　②版画　③彫刻　※応募は、一人１点
に限ります。　■規格　①日本画、洋画、水彩
画＝10号以上20号以内。額装はガラス使用不
可、５㎝以内の細縁。日本画または水彩画でマッ
ト使用の場合の額縁は、マットを含めて５㎝以
内　②版画＝額装が10号以上20号以内であれば
作品は10号以下でも可　③彫刻＝80㎝×80㎝
×200㎝の直方体内に収まるもの　※詳しくは、
出品要項を確認してください。
■出品要項配布場所　市美術館、二生涯学習課、
各総合支所、各公民館など　■対象者　市内在
住･在勤･在学の人または本市出身で、16歳(高
校生)以上の人　■作品展示　無審査で全作品展
示　■賞　優秀作品には賞を授与　
■出品手数料　①一般＝1,500円　②高校生＝
1,000円　■搬入日　４月27日(日)午前10時～
午後４時　■搬入場所　市美術館３階資料室　
■問い合わせ先　渋川美術協会松村功さん宅(℡
�7830)

平成26年度の市民ギャラリー
利用申込を受け付けます

第12回市民美術展の
絵画･版画･彫刻作品を募集します

　芸術活動の成果を発表する場として、市民を
はじめ多くの人に利用していただいている市美
術館市民ギャラリーの来年度の利用者を募集し
ます。ぜひ、ご利用ください。
■利用期間　水曜日から翌週月曜日を１週間と
して、前期に８週間と後期に８週間
前期　①５月21日(水)～26日(月)　②５月28日
(水)～６月２日(月)　③６月４日(水)～９日(月)
④６月11日(水)～16日(月)　⑤６月18日(水)～
23日(月)　⑥６月25日(水)～30日(月)　⑦７月
２日(水)～７日(月)　⑧７月９日(水)～14日(月)
後期　①８月20日(水)～25日(月)　②８月27日
(水)～９月１日(月)　③11月19日(水)～24日(祝)
④11月26日(水)～12月１日(月)　⑤12月３日
(水)～８日(月)　⑥12月10日(水)～15日(月)　
⑦平成27年２月18日(水)～23日(月)　⑧２月25
日(水)～３月２日(月)
※利用は最長２週間まで。
■間取り　下図のとおり(展示パネル1.8ｍ幅と
0.9ｍ幅、天井高2.95m)　■利用料金　▷全室
(232㎡)＝５万4,000円　▷Ａ室(142㎡)＝３万
6,000円　▷Ｂ室(90㎡)＝２万4,000円　
■申込方法　電話または直接市美術館･桑原巨
守彫刻美術館へ　■申込期間　１月23日(木)～
利用期間の１カ月前まで(先着順)　※１月23日
(木)は、窓口でのみ受け付けます。

Ａ室Ｂ室
約12.5m

約11m
約9m

約10.5m

約７.5m

約6.5m

約20m

出入口

出入口
展示パネル設置可能ライン

市民ギャラリー見取り図



情報ぼっくす
《マークの見方》
　＝本庁舎　　＝第二庁舎
　＝伊香保総合支所　　＝小野上総合支所
　＝子持総合支所　　＝赤城総合支所
　＝北橘総合支所　　＝電話番号
　＝ファクス番号　　＝Ｅメールアドレス
　＝とき・期間　　＝ところ　　＝内容
　＝講師・医師　　＝対象者　　＝定員
　＝参加料・入場料　　＝持参するもの
　＝申込・参加方法　　＝問い合わせ先
　＝申込期間・開始日・期限　　＝その他

本 二
伊 小
子 赤
北 TEL

時 所 内
師 対 定
費 持
申 問
期 他

FAX Eメール
人口と世帯／平成25年10月末現在

●人口　82,675人 (男40,377人、女42,298人 )
●世帯　31,684世帯
●10月のうぶごえ　男の子17人、女の子20人

市民スケート大会競技種目

種　　　別 種　　　目

小学生
低学年

500ｍ･1,000ｍ

(種別にて表彰を行い、２種目の合計

得点で総合優勝を決定)

高学年

中　学　生

高　校　生

20歳代
(高校生以外の15歳～19歳を含む)

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

オープン競技
100ｍ(初心者のみ)

1,500ｍ･3000ｍ

参加者全員 ゲ　ー　ム

14広報しぶかわ

健
康
増
進
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

【
広
告
】

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

ス
ポ
ー
ツ

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
冬
季
大
会

ス
ケ
ー
ト
大
会
参
加
者
募
集

時　

１
月
11
日
㈯
午
後
３
時
開

会
式
、
午
後
３
時
30
分
競
技
開

始(

予
定)

所　

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
伊
香
保
リ
ン
ク

競
技
種
目　

下
表
の
と
お
り

参
加
資
格　

市
内
に
在
住･

在
勤

･

在
学
の
人
、
ま
た
は
市
内
の
ス

ポ
ー
ツ
団
体
加
入
者

※
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

費　

無
料(

貸
靴
は
３
０
０
円)

申　

申
込
用
紙(

体
育
課
に
あ
り

ま
す)

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

体
育
課
へ

期　

12
月
27
日
㈮
ま
で

問　

体
育
協
会
ス
ケ
ー
ト
部
事

務
局
白
石
さ
ん(

℡
０
９
０

－

１

１
１
６

－

３
３
５
２)

　

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど

を
予
防
を
す
る
た
め
に
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

時　

12
月
８
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分(

予
定)

集
合
場
所　

市
民
体
育
館
駐
車
場

対　

市
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
人

費　

無
料

持　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
運
動
靴

(

荒
天
の
場
合
は
室
内
用
運
動
靴)

申　

当
日
直
接
会
場
へ

他　

荒
天
の
場
合
は
、
体
育
館

内
で
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
行
い

ま
す

　市ホームページ(http：//www.city.shi
bukawa.lg.jp)に掲載されている｢広報し
ぶかわ｣を、11月１日号から全面カラー
で掲載しています。配布されている紙面
の広報紙とはひと味違った｢広報しぶかわ｣
をぜひ、ご覧ください。

　市の記録写真や広報紙･市ホームページ
に掲載するために、市内で行われるイベ
ントや景色の写真などを、秘書広報課係
員が黄色い腕章を腕に付けて撮影してい
ます。写真撮影にご理解、ご協力をお願
いします。

〈ホームページの｢広報しぶかわ｣を
 カラー化しました〉

〈写真撮影にご協力ください〉

秘書広報課から
２つのお知らせです
本秘書広報課(℡�2182)

や
っ
ぱ
り
カ
ラ
ー
だ
と

臨
場
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
わ

広告募集中
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【
広
告
】

「
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」教
室
紹
介

伊
香
保
リ
ン
ク
の

一
般
開
放

　

い
ず
れ
も
申･

問
は
渋
川
い
き

い
き
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
小

松
真
弓
さ
ん(

℡
�
０
１
２
０)

へ
。

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

〈
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
教
室
〉

時　

12
月
８
日
～
１
月
26
日
の

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
～
11
時

(

12
月
29
日
、
１
月
５
日
を
除
く

･

計
６
回)

所　

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
伊
香
保
リ
ン
ク

内　

日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ

ー
ツ
指
導
者
が
楽
し
く
指
導
し

ま
す

費　

１
カ
月
３
０
０
０
円(

保
険

料
な
ど)

対　

市
内
の
幼
児
～
成
人

定　

10
人(

先
着
順)

他　

申
込
時
に
靴
の
サ
イ
ズ
を

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

〈
レ
ス
リ
ン
グ
体
験
教
室
〉

時　

▽
12
月
教
室
＝
９
日
㈪
、

16
日
㈪　

▽
１
月
教
室
＝
20
日

㈪
、
27
日
㈪

※
時
間
は
全
て
午
後
７
時
～
９

時
。

所　

渋
川
中
学
校
武
道
館

内　

レ
ス
リ
ン
グ
国
体
優
勝
選

手
な
ど
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

に
よ
る
レ
ス
リ
ン
グ
の
指
導

費　

１
カ
月
２
０
０
０
円(

保
険

料
な
ど)

対　

市
内
の
幼
児
～
成
人

定　

８
人(

先
着
順)

持　

室
内
用
運
動
靴

〈
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
教
室
〉

時　

12
月
の
毎
週
金
曜
日
午
後

５
時
30
分
～
６
時
30
分(

計
４

回)所　

渋
川
ネ
イ
ブ
ル
ス
ク
エ
ア

内　

日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ

ー
ツ
指
導
者
が
楽
し
く
指
導
し

ま
す

費　

３
０
０
０
円(
保
険
料
、
用

具
貸
出
料
な
ど)

対　

市
内
の
幼
児
～
成
人

定　

10
人(

先
着
順)

他　

ス
ケ
ー
ト
靴
や
ヘ
ル
メ
ッ

ト
な
ど
は
希
望
者
に
無
料
で
貸

し
出
し
ま
す
。
申
込
時
に
靴
の

サ
イ
ズ
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

伊
香
保
リ
ン
ク(

ス
ケ
ー
ト
場)

を
一
般
開
放
し
ま
す
。
開
放
を

予
定
し
て
い
る
の
は
、
屋
内
第

一
リ
ン
ク
と
４
０
０
㍍
屋
外
リ

ン
ク
で
す
。

※
屋
外
リ
ン
ク
は
、
天
候
な
ど

に
よ
り
開
放
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

期
日　

12
月
8
日
㈰
、
22
日
㈰
、

23
日
㈷
、
25
日
㈬
、
26
日
㈭
、

27
日
㈮
、
28
日
㈯
、
29
日
㈰
、

平
成
26
年
1
月
2
日
㈭
、
3
日

㈮
、
7
日
㈫
、
10
日
㈮
、
12
日

㈰
、
13
日
㈷
、
17
日
㈮
、
25
日

㈯
、
26
日
㈰

時
間　

各
日
と
も
午
前
11
時
～

午
後
3
時

費　

▽
大
人
＝
１
１
０
０
円　

▽
高
校
生
以
下
＝
６
０
０
円

※
ス
ケ
ー
ト
靴
は
、
３
０
０
円

で
貸
し
出
し
ま
す
。

問　

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

伊
香
保
リ
ン
ク(

℡
�
３
１
４
４)

「市内日帰り温泉」市民特別無料招待券をプレゼント

　北橘温泉ばんどうの湯では、より多くの人
にご利用いただけるよう、12月の休館日を24
日(火)から17日(火)に変更します。
12月の休館日　17日(火)
問い合わせ先　北橘温泉ばんどうの湯(℡�
1126)
または二観光課(℡�2873)

12月の休館日は 17日 ( 火 ) です

｢北橘温泉ばんどうの湯｣
休館日変更のお知らせ

　市では、皆さんの健康増進のため、市内日帰り温泉の市民
特別無料招待券を進呈します。無料招待券を印刷したチラシ
をこの広報紙(12月１日号)に差し込んでお届けしています。
利用できる施設はチラシで確認してください。
※無料招待券の利用は１世帯３枚までです。本券の転売･譲渡
は禁止しています。
有効期限　平成26年２月28日㈮
　詳しくは、二観光課(℡�2873) へ。

広告募集中
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　＝ファクス番号　　＝Ｅメールアドレス
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費 持
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期 他

FAX Eメール

16広報しぶかわ

公
民
館

マ
ン
ド
リ
ン
に
よ
る

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

｢

わ
く
わ
く
学
び
塾｣

受
講
生
募
集

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

福
　
祉

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
�
１
７
６
５

時　

12
月
21
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時

所　

渋
川
西
部
公
民
館　

内　

前
橋
マ
ン
ド
リ
ン
楽
団
Ｍ

Ｍ
Ｇ
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
や
映
画
音
楽
、
懐
か

し
の
歌
謡
曲
の
演
奏

定　

１
０
０
人

費　

無
料

申　

電
話
か
直
接
窓
口
へ

期　

12
月
20
日
㈮
ま
で

渋
川
西
部
公
民
館
℡
�
３
８
４
１

講
座
名　

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

時　

１
月
18
日
㈯
～
２
月
15
日

㈯
の
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
～

時　

１
月
21
日
㈫
～
23
日
㈭　

▽
高
齢
者
の
部(

65
歳
以
上)

＝

午
前
10
時
～
正
午　

▽
成
人
の

部(
20
歳
以
上)

＝
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

所　

中
央
公
民
館　

内　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
写
真

デ
ー
タ
や
現
像
し
た
写
真
を
使

っ
て
、
写
真
入
り
の
地
域
だ
よ

り
や
チ
ラ
シ
を
作
り
ま
す

定　

各
部
20
人(

超
え
た
場
合
は

抽
選)

費　

無
料

11
時
30
分

所　

中
央
公
民
館

師　

齊
藤
高
弘
さ
ん　

対　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

※
園
児
は
保
護
者
同
伴
。

定　

20
人(

定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選)

※
参
加
者
が
５
人
未
満
の
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
。

費　

１
０
０
０
円

申　

氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
中
央
公
民
館(

ｆ
⑳
１

２
０
２)

へ

期　

12
月
16
日
㈪
ま
で

中
央
公
民
館　

℡
�
４
３
２
１

中
央
公
民
館　

℡
�
４
３
２
１

パ
ソ
コ
ン
教
室

持　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ(

接
続
ケ

ー
ブ
ル
、
説
明
書
含
む)

ま
た
は

現
像
し
た
写
真(

ス
キ
ャ
ナ
ー
を

使
っ
て
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
み

ま
す)

申　

電
話
か
窓
口
へ

期　

12
月
16
日
㈪
～
27
日
㈮
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時(

土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く)

〈
健
康
相
談
〉

時　

12
月
12
日
㈭
午
後
１
時
30
分

所　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

師　

塚
越
秀
男
さ
ん(

渋
川
／

御
蔭)

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

時　

12
月
22
日
㈰

内　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放(

市
民
の
み)

　固定資産税は、毎年１月１日現在で土地や家
屋、償却資産(事業用資産)を所有している人に
課税されます。
　償却資産を所有している個人または法人は、
毎年１月31日までにその状況を申告することに
なっています。該当する所有者には｢償却資産申
告書｣を12月中旬に送付しますので、加除修正
をして、期限内に税務課または各総合支所総務

課に提出してください。
　また、新しく事業を始めた人などで申告書が届
かない場合は、税務課へ連絡してください。
　なお、償却資産の申告は、地方税ポータルシス
テム(ｅ

エ ル

Ｌ‐Ｔ
タ ッ ク ス

ａｘ)によるインターネットを利用
した電子申告が可能です。
　詳しくは、市ホームページ(http://www.city.shi
bukawa.lg.jp)をご覧ください。

URL
https://twitter.com/
shibukawashi_jp
アカウント
@shibukawashi_ jp

　市政や防災、観光、イベント
などの情報を、市内外の皆さん
にお知らせしています。
　ぜひ、フォローしてください。

本秘書広報課(℡�2182)

渋川市公式ツイッター

償却資産の申告について　本税務課（℡�2189）
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□本庁舎・第二庁舎   TEL22-2111　 □子持総合支所  TEL 24-1211
□伊香保総合支所  TEL72-3155　 □赤城総合支所  TEL 56-2211
□小野上総合支所  TEL 59-2111　 □北橘総合支所  TEL 52-2111

■本庁・各総合支所の電話番号

徳冨蘆花記念文学館／臨時休館のお知らせ
徳冨蘆花記念文学館(℡�2237)

17 平成25年12月１日号

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

時　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島

駅
発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル

メ
渋
川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午

後
２
時
セ
ン
タ
ー
発

〈
１
月
の
休
館
日
〉

１
日
㈷
、
２
日
㈭
、
３
日
㈮
、

６
日
㈪
、
14
日
㈫
、
15
日
㈬
、

20
日
㈪
、
27
日
㈪

対　

市
内
に
あ
る
住
宅
で
生
活

し
、
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て

い
る
人
で
、
次
の
①
ま
た
は
②

に
該
当
す
る
人

①
要
介
護
度
３
以
上
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

※
福
祉
施
設
入
所
者
お
よ
び
病

院
な
ど
の
入
院
者
は
除
き
ま
す
。

給
付
時
期　

２
月(

配
布
日
は
給

付
決
定
者
に
別
途
通
知
し
ま
す)

※
給
付
回
数
は
９
月･

２
月
の
年

２
回
。
た
だ
し
、
要
介
護
度
１･

２
の
人
は
９
月
給
付
の
年
１
回
。

申　

申
請
書(

市
社
会
福
祉
協
議

会
に
あ
り
ま
す)

に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
身
体
状
況
が
確
認
で

き
る
も
の(

介
護
保
険
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
ま
た
は
療
育
手

紙
お
む
つ
給
付
事
業

市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
�
０
５
０
０

帳)

の
写
し
を
添
え
て
、
居
住
地

区
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

ま
た
は
各
支
所
へ
提
出

※
前
回(

９
月)

に
給
付
を
受
け

た
人
も
申
請
書･

添
付
書
類
の
提

出
が
必
要
で
す
。

期　

12
月
２
日
㈪
～
１
月
６
日

㈪
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分(

土･

日
曜
日
、
祝
日
、
12

月
30
日
㈪
～
１
月
３
日
㈮
を
除
く
）

他　

紙
お
む
つ
の
種
類
は
、
申

請
書
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
る
一

覧
表
の
中
か
ら
１
種
類
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い

　12月13日(金)は、全館保守点検を実施するた
め、休館します。

　市では、勤労者が住宅建設等資金を金
融機関などから借りた場合、その借入金
にかかる利子の一部を一定期間補助しま
す。
＜新たに申請する人＞
対象者　｢広報しぶかわ｣11月１日号８ペ
ージ参照
提出期限　12月13日(金)
※土･日曜日、祝日を除きます。
申請書類　所定の申請書(二商工振興課に
あります)に必要事項を記入して、商工振
興課(℡�2596)へ
※申請書は、市ホームページ(http://www.
city.shibukawa.lg.jp/)からダウンロード
できます。
＜平成19年度以降に申請した人＞
　対象者には市から書類を送付しますの
で、商工振興課へ書類の提出をお願いし
ます。
注意事項　①１月現在の利率により利子
補給額が交付されますが、利率が２％以
下に変動した場合は、規則に基づき利子
補給金が交付されません　②勤労者でな
くなった場合や融資償還条件などに変更
があった場合は、｢償還条件変更届｣の提
出が必要です
提出期限　平成26年１月31日(金)
※土･日曜日、祝日を除きます。

勤労者住宅建設等資金利子補給

時　１月１日(祝)午前９時30分(受付は午前９時から)
所　小野上温泉公園周辺　
種目　▷１．５㎞＝小学生(男･女)、一般(男･女)、
ファミリー(親子１人ずつ)　▷３㎞＝中学生(男･
女)、一般(男･女)
スタート時間　▷１.５㎞＝午前10時　▷３㎞＝
午前10時30分
費　無料

申　当日会場で受け付けます　※事前に電話で申
し込んでおくと当日の受付が楽になります。
期　12月20日(金)まで　
他　参加者全員に小野上温泉無料入浴券(１月５日
まで有効)を差し上げます。また、当日、会場では
ホットココアを無料サービスします。なお、タイ
ム記録は行っていませんので、必要な人は各自腕
時計などをご持参ください

小野上温泉マラソン大会を開催します 小野上公民館(℡�7027)
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農業委員の選挙人名簿
作成にご協力ください

年末のパスポートの申請はお早めに
年末のパスポート申請はお早めに

18広報しぶかわ

図
書
館

市
立
図
書
館
の

催
し
物
案
内

市
立
図
書
館　

℡
�
０
６
４
４

　

い
ず
れ
も
会
場
は
市
立
図
書

館
、
参
加
料
は
無
料
で
す
。
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
子
ど
も
映
画
会
〉

時　

12
月
14
日
㈯
午
後
２
時

内　

｢

三
丁
目
物
語
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ヴ
の
な
ぞ｣｢

サ
ン
タ
さ
ん
は

大
い
そ
が
し｣｢

ミ
ッ
キ
ー
の
ア

マ
チ
ュ
ア
合
戦｣

〈
映
画
鑑
賞
会
〉

時　

12
月
15
日
㈰
午
後
２
時

内　

｢

お
じ
い
さ
ん
と
草
原
の
小

学
校｣(

監
督
：
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン

･

チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
／
主
演
：
ナ

オ
ミ･

ハ
リ
ス
、
オ
リ
ヴ
ァ
ー･

リ
ト
ン
ド
／
２
０
１
０
年･

イ
ギ

リ
ス
映
画
）

〈
萌
え
の
子
お
は
な
し
会

ク
リ
ス
マ
ス
会
〉

時　

12
月
21
日
㈯
午
後
２
時

内　

▽
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
＝

｢

い
ぬ
の
お
ま
わ
り
さ
ん｣｢

さ
る

か
に
が
っ
せ
ん｣｢

う
さ
ぎ
の
は

ら
の
ク
リ
ス
マ
ス｣　

▽
大
型
絵

本
＝｢

お
お
き
な
か
ぶ｣

　

市
で
は
、
市
内
に
住
む
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
や
小
児
慢

性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を

持
つ
人
に
見
舞
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

　

前
年
度
見
舞
金
を
受
給
し
、

引
き
続
き
見
舞
金
の
受
給
資
格

を
有
し
て
い
る
人
は
、
現
況
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法　

印
鑑
、
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
の
写
し
ま
た
は

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
の
写
し
を
持
参
し
、
社
会

福
祉
課
障
害
福
祉
係
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ

提
出
期
限　

12
月
27
日
㈮

※
現
況
届
を
提
出
し
な
い
場
合
、

受
給
資
格
を
喪
失
し
、
見
舞
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

新
た
に
申
請
を
す
る
人　

提
出

期
限
以
降
、
新
た
に
受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
た
人
や
、
該
当

す
る
人
で
ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
人
は
、
随
時
、
新
規
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
へ
。

お
知
ら
せ

特
定
疾
患
等

見
舞
金
現
況
届

本
社
会
福
祉
課 

℡
�
２
３
５
９

　農業委員会委員の選挙人名簿を
作成するため、各地区の農業協力
員を通じて、選挙人名簿の登載申
請書を12月中に配布します。
資格要件　平成26年１月１日現在、
本市に住所がある平成６年４月１
日以前に生まれた人で、次の①ま
たは②のどちらかに該当する人　
①10アール以上の農地を耕作して
いる人　②｢①｣と生計を同じくし
ている同居の親族またはその配偶
者で、耕作に従事する日数が年間
おおむね60日以上の人
提出方法　地区の農業協力員が、
１月５日(日)までに登載申請書の
回収に伺います
　詳しくは、二市農業委員会事務
局(℡�2920)へ。

　年末年始に海外旅行などを予定している人は、早めのパスポート申
請をお願いします。12月27日(金)までにパスポートの受け取りを希望
する人は、12月19日(木)までに本市民課で申請してください。
　詳しくは、市民課(℡�2459)へ。

　　
♠紹介します♥

元　笑元　笑気　　顔気　　顔

　２歳未満（受付時点）の子ども
さんの写真を募集します（掲載
は１人１回のみ）。子どもさんの
氏名（ふりがな）、性別、住所、
生年月日、保護者の住所、氏名、
電話番号を明記し、子どもさん
の写真を添えて、本秘書広報課
（〒377-8501・石原80）へ。
※提出された写真は返却しませ
ん。また、このコーナーは市ホ
ームページには掲載しません。

写真募集中



《マークの見方》

 時＝とき・期間　所＝ところ　内＝内容　師 ＝講師・医師　対＝対象者
 定＝定員　費＝参加料・入場料　持＝持参するもの　申＝申込・参加方法
 問＝問い合わせ先　期＝申込期間・開始日・期限　他＝その他

統計調査員募集！

工業統計調査にご協力ください
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市以外のお知らせ
掲載希望は本秘書広報課

（℡�2182）へ掲 示 板

　12月４日から10日までは、
法務省と全国人権擁護委員連合
会が定める｢第65回人権週間｣
です。前橋地方法務局と県人権
擁護委員連合会では、本市で特
設人権相談所を開設します。子
どものことや家庭内･近所のもめ
ごとなどでお悩みの人は、お越
しください。料金は無料で、秘
密は固く守ります。

第65回人権週間

戦没者遺児による
慰霊友好親善事業
　日本遺族会では、｢戦没者遺
児による慰霊友好親善事業｣の参
加者を募集しています。
　同事業は、厚生労働省から補
助を受け実施しており、先の大
戦で父等を亡くした遺児を対象
として、父等の戦没した旧戦域
を訪れ、慰霊追悼を行うととも
に、同地域の住民と友好親善を
図ることを目的としています。
　日程や地域などの詳細は、日
本遺族会事務局(℡03–3261–
5521)に確認してください。
費 ９万円(参加費として)
申 群馬県遺族の会(℡027–255
–6147)

｢しぶかわ恋活運動会｣
参加者募集
時 12月15日(日)午前10時
所 市民体育館(市役所第二庁舎
北)　内 運動会を通じて参加者
の出会いの場をつくり、交流を
深めるイベントです　対 20歳以
上35歳以下で未婚の人　定 男女
各60人程度　費 500円(保険料、
昼食代)　期 12月９日(月)まで
申･問 しぶかわ恋活運動会実行
委員会事務局(渋川市役所職員労
働組合内･℡�1408)　

高崎税務署による
青色決算説明会
　個人事業者等青色申告者の決
算や年末調整の仕方などの無料
説明会(税理士が講師を予定)を
開催します。
　参加を希望する人は、筆記用
具を持参の上、直接会場にお越
しください。
〈高崎市会場〉
時 12月12日(木) ▷午前の部＝
10時～正午 ▷午後の部＝１時
30分～３時30分　所 高崎市中
央公民館集会ホール(高崎市総合
文化センター内)　
〈渋川市会場〉
時 12月13日(金) ▷午前の部＝
10時～正午 ▷午後の部＝１時
30分～３時30分　所 市民会館
小ホール
※各会場とも駐車場の混雑が予
想されます。なるべく公共交通
機関を利用するか、車の場合は
乗り合わせでお越しください。
問 高崎税務署個人課税第一部門
(℡027–322–4841)　

時 12月９日(月)午後１時～３時
所 ▷渋川地区＝渋川ほっとプラ
ザ ▷伊香保･小野上･赤城･北橘
地区＝各総合支所 ▷子持地区＝
子持福祉会館 
問 前橋地方法務局人権擁護課
(℡027–221–4466)

　12月31日を基準日として｢平成25年工業統
計調査｣が全国一斉に行われます。
　この調査は、製造業を営む事業所を対象に、
製造出荷額や原材料使用額などを調査し、製
造業の実態を明らかにすることを目的として
います。
　調査結果は、行政施策の重要な基礎資料と
して使われるほか、企業、大学などでの研究
資料、小･中･高等学校の教材など、広く利用
されています。
　調査方法は２種類あり、県知事から委嘱を
受けた調査員が事業所を直接訪問する｢調査
員調査｣と、経済産業省から調査票を郵送する
｢郵送調査｣があります。
　記入内容は｢統計法｣により厳重に保護され
ており、統計作成以外の目的には一切使用さ
れません。正確な記入をお願いします。

　市では、統計調査協力員を募集しています。
１調査あたりの期間は２カ月程度で、調査終
了後に受け持ちの件数などに応じ、定められ
た報酬を支払います。
　特に来年度は、大規模調査が集中しています。
多くの皆さんのご応募をお待ちしています。
※市ホームページ(http://www.city.shibukawa.
lg.jp/)でも募集情報を確認できます。
　詳しくは、事務管理課へ。

　なお、記入などで不明な点がありましたら、
本事務管理課(℡�2320)までお問い合わせく
ださい。
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別表２ 　 複十字運動募金箱設置場所
地　区 設置場所

渋　川
市役所本庁舎１階　市民課窓口
市役所第二庁舎１階　渋川保健センター窓口

伊香保 伊香保総合支所　市民福祉課窓口
小野上 小野上総合支所　市民福祉課窓口
子　持 子持総合支所　市民福祉課窓口
赤　城 赤城総合支所　市民福祉課窓口
北　橘 北橘総合支所　市民福祉課窓口

※募金箱の設置は、12月26日㈭までです。　※設置時間は、開庁日の業務時間内です。

20広報しぶかわ

　

犬
の
飼
い
主
に
は
、
生
後
91

日
が
経
過
し
た
犬
を
市
へ
登
録

し
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
狂
犬
病
予
防
法

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
の
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
飼

い
主
は
、
登
録
し
、
注
射
を
受

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
今
年
度

の
集
合
注
射
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
別
表
１
の
動
物
病
院
で
、

登
録
と
注
射
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

登
録
は
１
頭
３
０
０
０
円
、
注

射
は
１
頭
３
３
０
０
円
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
若
干
の
診
察
料
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

事
前
に
各
動
物
病
院
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
二

渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー
や
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
で
も
登
録
の

手
続
き
が
で
き
ま
す（
注
射
は

で
き
ま
せ
ん
）。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

登
録
と
注
射
は

飼
い
主
の
責
任
で
す
！

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
飼
い

犬
に
毎
年
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
、｢

注
射
済
票｣

を
付
け
る
こ

と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
が
、

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
て

　結核は、世界で毎年870万人が発病し、140
万人が亡くなっている感染症の一つです。日本で
も学校や医療機関、高齢者関係施設等で集団感染
が発生するなど、我が国最大級の感染症です。
　複十字運動は、この危機的な状況を地球規模で
克服していくため、世界的に展開されているボラ
ンティア活動です。日本では、結核や肺がんなど
の胸部疾患をなくし、健康で明るい社会をつくる
ため、結核予防週間（９月24日～30日）を中心に、
８月１日から12月31日にかけて全国的に運動が
展開されています。
　市では、この運動に協力し、皆さんからの温か
いご支援の募金をお願いするため、別表２のとお
り募金箱を設置しました。皆さんのご協力をお願
いします。

　皆さんから寄せられた募金は、病気に対する知
識の啓発や予防意識の高揚といった結核予防の広
報活動、結核検診車･検診機器の整備、結核の調
査研究、さらには予防事業への助成や発展途上国
の結核対策援助に使われます。
　詳しくは、二渋川保健センター（℡�1321）へ。

複十字運動にご協力ください
胸部疾患予防の活動支援に皆さんの募金をお願いします

登録と注射ができる動物病院（3月は除く）（別表１）

名　　称 所在地 電話番号

おきむら動物診療所 渋川
／

御蔭

23-0715

山 本 動 物 病 院 25-0330

大 沢 動 物 病 院 石　原 25-1022

飯 塚 動 物 病 院 八木原 23-9121

宇 都 宮 獣 医 科 医 院

吉岡町

54-3000

田 中 動 物 病 院 55-5211

フードアニマルクリニック 54-9628

高 橋 獣 医 科 医 院

榛東村

54-4097

あ お ば 獣 医 科 医 院 54-4360

星 野 獣 医 科 医 院 54-3080

たかはし動物クリニック 54-1764

も
注
射
済
票
の
交
付
手
続
き
を

し
て
い
な
い
飼
い
主
が
い
ま
す
。

春
と
秋
に
実
施
し
て
い
る
集
合

注
射
や
、
別
表
１
の
動
物
病
院

で
注
射
を
受
け
、｢

平
成
25
年

度
狂
犬
病
注
射
済
票｣

と
い
う

金
属
製
の
プ
レ
ー
ト（
写
真
）が

交
付
さ
れ
て
い
れ
ば
、
手
続
き

は
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
実
施
す
る
集
合
注
射
以

外
や
、
そ
の
他
の
動
物
病
院
で

予
防
注
射
を
受
け
、｢

狂
犬
病

予
防
注
射
済
証｣

と
い
う
用
紙

を
交
付
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
れ

を
持
っ
て
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
で
、
注
射
済
票
の
交
付（
手

数
料
１
頭
５
５
０
円
）を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
で
狂
犬
病

予
防
法
に
関
す
る
手
続
き
が
終

了
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー（
℡
�
１
３
２
１
）ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
。

お
済
み
で
す
か
？

犬
の
登
録･

狂
犬
病
予
防
注
射

お
済
み
で
す
か
？

｢

注
射
済
票｣
の
交
付
手
続
き

首輪に付いていますか？
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〈
あ
い
さ
つ
運
動
〉

　

本
地
区
で
は
、
９
月･

12
月･

２
月
を
あ
い
さ
つ
運
動
月
間
と

し
て｢

三
者
を
つ
な
ぐ
あ
い
さ
つ

運
動｣

に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

各
校
で
は
、
児
童
会･

生
徒

会
を
中
心
に
学
校
全
体
で
あ
い

さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
は
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

や
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け
運

動
の
際
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
家
庭
で

は
、
家
族
や
地
域
の
人
へ
の
あ

い
さ
つ
が
習
慣
化
す
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

よ
り
良
い
成
長
を
促
す
た
め
に

も
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
た
め
に
も
、
あ
い
さ
つ
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

本
年
度
は
、
地
区
に
あ
る｢

あ

い
さ
つ
運
動｣

立
て
看
板
の
補
修

を
す
る
予
定
で
す
。

〈
地
域
の
絆
サ
ポ
ー
タ
ー
〉

　

赤
城
南
中
学
校
で
は
、
授
業

や
部
活
動
の
支
援
と
し
て｢

菊
つ

く
り｣

や｢

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
栽
培

と
加
工｣｢

テ
ニ
ス
指
導｣

な
ど
を

絆
サ
ポ
ー
タ
ー
に
お
願
い
し
て

い
る
ほ
か
、
地
域
の
歌
舞
伎
を

伝
承
さ
れ
て
い
る
人
か
ら｢

歌
舞

伎
実
技
指
導｣

を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

〈
親
子
で
体
育
大
会
〉

　

９
月
26
日
に
赤
城
北
中
学
校

で
、
親
子
体
育
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
協
調

性
や
団
結
力
を
養
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
と
と
も
に
、
親
子
の

絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
ぼ
全
て
の
家
庭
か
ら
の
参

加
が
あ
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
綱
引
き
、
長
縄
跳
び
、

二
人
三
脚
な
ど
５
種
目
の
競
技

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
歓
声
の
中
、
保
護
者
と
の

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
、
よ
り
絆
も
深
ま
り
、
実

り
多
き
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
原
田
小
学
校
で
は
、｢

お
話

の
会｣

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
月
一
回
の

読
み
聞
か
せ
の
時
間
を
児
童
た

ち
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
三
原
田
の
歌
舞
伎
舞

台
を
守
る
人
た
ち
に
お
話
を
し

て
い
た
だ
く
な
ど
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
絆
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

刀
川
小
学
校
で
は
、
囲
碁･

将

棋
ク
ラ
ブ
の
指
導
に
来
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
石
の
置
き
方

や
駒
の
動
か
し
方
が
よ
く
分
か

ら
な
か
っ
た
児
童
た
ち
も
、
今

で
は
対
戦
が
で
き
る
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た｢

宮
田
ほ
た
る

の
里
を
守
る
会｣

の
人
た
ち
か
ら
、

ホ
タ
ル
の
生
態
や
自
然
環
境
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

〈
花
と
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
〉

　

学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン｢

花
と
え
が

お
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
津
久
田

小｣

を
合
い
言
葉
に
、
児
童
、
職

員
、
保
護
者
が
、
花
を
中
心
に

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
全
校
で
行
う
始
業

前
の｢

ふ
れ
あ
い
活
動｣

で
は
、

花
苗
の
植
え
付
け
、
除
草
作
業
、

落
ち
葉
拾
い
な
ど
の
環
境
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
作
業
と
し
て
夏
期
に
３
回
、

全
家
庭
に
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
花
壇
や
校
庭
、
近
隣
の
通

学
路
な
ど
の
除
草
作
業
に
尽
力

し
て
い
ま
す
。

〈
地
域
の
人
た
ち
の
力
に
感
謝
〉

　

南
雲
小
で
は
、
３
年
生
が
コ

ン
ニ
ャ
ク
作
り
、
５
年
生
が
米

作
り
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
学
習
が
で
き
る
の
も
、

地
域
の
農
家
の
人
た
ち
の
応
援

が
あ
る
か
ら
で
す
。
コ
ン
ニ
ャ

ク
の
作
付
や
収
穫
、
田
植
え
、

田
ん
ぼ
の
水
の
管
理
、
稲
刈
り
、

は
ん
で(

稲
掛
け)

、
脱
穀
な
ど

で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
教
科
書
だ
け
の
勉
強
で
は

分
か
ら
な
い
生
き
た
学
習
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
働
く
喜

び
や
苦
労
を
味
わ
い
、
先
人
の

知
恵
や
生
き
方
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

親子綱引きリーグ戦

絆サポーターによる囲碁･将棋の指導

赤城北中地区／地域･保護者･学校が一体となって

赤城南中地区／三者の絆を大切に

　10月から毎月１日号で、５回にわたり｢三者の
絆づくり｣を連載しています。このシリーズでは、
学校･家庭･地域三者連携推進事業の各地区の取り
組みを２地区ずつ紹介。次代を担う子どもたちの
育成に励む各地区の様子をご覧ください。
　詳しくは、二学校教育課（℡�2121)へ。

シ
リ
ー
ズ三者の絆づくり

毎月掲載／第３回

健康GUIDE
けんこうガイド

別表２ 　 複十字運動募金箱設置場所
地　区 設置場所

渋　川
市役所本庁舎１階　市民課窓口
市役所第二庁舎１階　渋川保健センター窓口

伊香保 伊香保総合支所　市民福祉課窓口
小野上 小野上総合支所　市民福祉課窓口
子　持 子持総合支所　市民福祉課窓口
赤　城 赤城総合支所　市民福祉課窓口
北　橘 北橘総合支所　市民福祉課窓口

※募金箱の設置は、12月26日㈭までです。　※設置時間は、開庁日の業務時間内です。
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犬
の
飼
い
主
に
は
、
生
後
91

日
が
経
過
し
た
犬
を
市
へ
登
録

し
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
狂
犬
病
予
防
法

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
の
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
飼

い
主
は
、
登
録
し
、
注
射
を
受

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
今
年
度

の
集
合
注
射
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
別
表
１
の
動
物
病
院
で
、

登
録
と
注
射
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

登
録
は
１
頭
３
０
０
０
円
、
注

射
は
１
頭
３
３
０
０
円
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
若
干
の
診
察
料
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

事
前
に
各
動
物
病
院
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
二

渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー
や
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
で
も
登
録
の

手
続
き
が
で
き
ま
す（
注
射
は

で
き
ま
せ
ん
）。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

登
録
と
注
射
は

飼
い
主
の
責
任
で
す
！　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
飼
い

犬
に
毎
年
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
、｢

注
射
済
票｣

を
付
け
る
こ

と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
が
、

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
て

　結核は、世界で毎年870万人が発病し、140
万人が亡くなっている感染症の一つです。日本で
も学校や医療機関、高齢者関係施設等で集団感染
が発生するなど、我が国最大級の感染症です。
　複十字運動は、この危機的な状況を地球規模で
克服していくため、世界的に展開されているボラ
ンティア活動です。日本では、結核や肺がんなど
の胸部疾患をなくし、健康で明るい社会をつくる
ため、結核予防週間（９月24日～30日）を中心に、
８月１日から12月31日にかけて全国的に運動が
展開されています。
　市では、この運動に協力し、皆さんからの温か
いご支援の募金をお願いするため、別表２のとお
り募金箱を設置しました。皆さんのご協力をお願
いします。

　皆さんから寄せられた募金は、病気に対する知
識の啓発や予防意識の高揚といった結核予防の広
報活動、結核検診車･検診機器の整備、結核の調
査研究、さらには予防事業への助成や発展途上国
の結核対策援助に使われます。
　詳しくは、二渋川保健センター（℡�1321）へ。

複十字運動にご協力ください
胸部疾患予防の活動支援に皆さんの募金をお願いします

登録と注射ができる動物病院（3月は除く）（別表１）

名　　称 所在地 電話番号

おきむら動物診療所 渋川
／
御蔭

23-0715

山 本 動 物 病 院 25-0330

大 沢 動 物 病 院 石　原 25-1022

飯 塚 動 物 病 院 八木原 23-9121

宇 都宮獣医科医院

吉岡町

54-3000

田 中 動 物 病 院 55-5211

フードアニマルクリニック 54-9628

高 橋 獣 医 科 医 院

榛東村

54-4097

あ おば獣医科医院 54-4360

星 野 獣 医 科 医 院 54-3080

たかはし動物クリニック 54-1764

も
注
射
済
票
の
交
付
手
続
き
を

し
て
い
な
い
飼
い
主
が
い
ま
す
。

春
と
秋
に
実
施
し
て
い
る
集
合

注
射
や
、
別
表
１
の
動
物
病
院

で
注
射
を
受
け
、｢

平
成
25
年

度
狂
犬
病
注
射
済
票｣

と
い
う

金
属
製
の
プ
レ
ー
ト（
写
真
）が

交
付
さ
れ
て
い
れ
ば
、
手
続
き

は
終
了
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
実
施
す
る
集
合
注
射
以

外
や
、
そ
の
他
の
動
物
病
院
で

予
防
注
射
を
受
け
、｢

狂
犬
病

予
防
注
射
済
証｣

と
い
う
用
紙

を
交
付
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
れ

を
持
っ
て
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
で
、
注
射
済
票
の
交
付（
手

数
料
１
頭
５
５
０
円
）を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
で
狂
犬
病

予
防
法
に
関
す
る
手
続
き
が
終

了
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー（
℡
�
１
３
２
１
）ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
。

お
済
み
で
す
か
？

犬
の
登
録･

狂
犬
病
予
防
注
射

お
済
み
で
す
か
？

｢

注
射
済
票｣

の
交
付
手
続
き

首輪に付いていますか？
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台
風
の
季
節
も
峠
を
越
え
ま
し
た
。
今

年
は
例
年
に
な
い
台
風
の
発
生
を
記
録
し

ま
し
た
。
ま
た
、｢

特
別
警
報｣

も
出
さ
れ
る

風
水
害
の
発
生
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
群
馬
名
物｢

か
ら
っ
風｣

が
吹
き
、
空
気
が
乾
燥
し｢

火
の
用
心｣

の

季
節
と
な
り
ま
す
。
今
回
は｢

火
災
災
害｣

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

〈
住
宅
火
災
の
死
亡
原
因
№
１
は
？
〉

　

平
成
24
年
の
全
国
の
火
災
発
生
件
数

は
、
５
万
１
１
２
４
件
あ
り
、
一
日
１
４
０

件
、
10
分
に
１
件
の
割
合
で
火
災
が
発
生

し
た
計
算
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

う
ち
の
約
６
割
が
建
物
火
災
で
す
。　

　

渋
川
広
域
消
防
署
管
内
の
火
災
発
生
件

数
は
58
件
で
、こ
の
う
ち｢

住
宅
火
災｣

は
29

件
で
し
た
。
そ
し
て
、
５
人
が
亡
く
な
り
、

そ
の
全
て
が｢

住
宅
火
災｣

の
犠
牲
者
で
し
た
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
亡
の
約
６
割
を
占

め
る
原
因
が
あ
り
ま
す
が
、
何
だ
と
思
い

ま
す
か
？
答
え
は｢

逃
げ
遅
れ｣

で
す
。

　

で
は
、
住
宅
火
災
を
防
ぎ
、
逃
げ
遅
れ

な
い
た
め
の
効
果
的
な
処
置
は
、
何
か
思

い
当
た
り
ま
す
か
？
そ
う
で
す
ね
、｢

火
災

警
報
器｣

で
す
。

〈
火
災
警
報
器
の
設
置
は
義
務
で
す
〉

　

平
成
18
年
６
月
に
、｢

火
災
警
報
器｣

の

住
宅
へ
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
も
20
年
６
月
以
降
、
既
存
住
宅
へ
の

火
災
警
報
器
の
設
置
が
条
例
で
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。
義
務
化
の
意
義
を
よ
く
理
解

し
、
火
災
の
犠
牲
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

そ
し
て
周
辺
住
民
を
巻
き
込
ま
な
い
た
め

に
も
、｢

火
災
警
報
器｣

を
設
置
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
火
災
発
生
！
２
分
40
秒
で
す
る
こ
と
〉

　

次
に
火
災
発
生
時
の
行
動
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
自
宅
で
出
火
し
た
際
に
は
、

｢

通
報｣｢

初
期
消
火｣｢

避
難｣

が
原
則
で
す
。

ま
ず
大
声
で
住
民
に
知
ら
せ
、
消
防
に
連

絡
し
ま
す
。
そ
し
て
、
可
能
で
あ
れ
ば｢

初

期
消
火｣

に
努
め
ま
す
。
こ
の
初
期
消
火

と
言
わ
れ
る
時
間
は
ど
れ
く
ら
い
だ
と
思

い
ま
す
か
？
答
え
は｢

２
分
40
秒｣

で
す
。

こ
の
時
間
は
、
炎
が
天
井
に
到
達
す
る
平

均
時
間
で
す
。
天
井
に
到
達
し
た
火
は
消

火
器
で
は
消
火
で
き
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、

火
災
に
気
付
き
、
天
井
に
火
が
回
っ
て
い
る

状
態
で
あ
れ
ば
、
消
火
よ
り
も｢

自
分
の
身

を
守
る｣

避
難
行
動
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
避
難
姿
勢
は
低
く
・
壁
伝
い
に
〉

　

煙
は
高
い
所
か
ら
降
り
て
き
ま
す
。
避

難
す
る
時
は
低
い
姿
勢
で
、
口
と
鼻
を
タ

オ
ル
な
ど
で
覆
っ
て
、
壁
に
片
手
を
添
え

て
歩
く
と
出
口
に
行
け
ま
す
。
煙
を
２
～

３
回
吸
い
込
む
と
気
絶
す
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
間
に
焼
死
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

　

ど
ん
な
災
害
に
遭
遇
し
て
も
、
避
難
時

の
行
動
で
大
切
な
の
は
、｢

落
ち
着
い
て
行

動
す
る
こ
と｣

で
す
。

　

今
月
は｢

火
災
災
害｣

に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

今
年
を
振
り
返
る
中
で
、｢

災
い
に
遭
う
こ

と
な
く
、
笑
顔
で
い
ら
れ
る
こ
と｣

に
感
謝

し
、
輝
か
し
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

　この授業では、市民の皆さんに｢防災｣について
少しでも考えてもらい、日ごろから災害に備えて
もらうことで、多くの命が守られていくことを願
い、情報をお知らせするものです。
　９時限目の今回は、｢住宅火災の防止に努める｣に
ついての授業です。〈寄稿：防災専門員・小金澤照昌〉

市消防防災対策室（本行政課内）

｢住宅火災の防止に努める｣

 シリーズ　命を守る授業
毎月掲載 ／９時限目

生き抜くために私たちがすべきこと

①マグニチュード５とマグニチュード６の地
震。エネルギーの差は約10倍である。
　

②震度は、０から７までの８段階である。
　
　　　　　　　（答えは、次号に掲載します）

防災
○×
クイズ

【前回11月１日号の答え】  ①…×　災害時は、ラジオ、テレビからの正しい情報入手に努めましょう。
②…×　重い物は、高いところに置かないようにしましょう。

恐ろしい住宅火災
火災警報器は設置済みですか？
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年
末
年
始
太
り
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

健

康

管

理

課

育てよう！ ４回掲載／第１回一人ひとりの人権意識

～障害は誰にでも生じ得ること～
｢障害のある人｣に関する人権問題について

　

忘
年
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
、
そ
の

次
は
お
正
月
。
飲
ん
だ
り
食
べ
た

り
す
る
機
会
が
多
く
な
る
と
食
生

活
も
乱
れ
が
ち
で
す
。

　

気
に
な
る
こ
の
時
季
の
体
重
や

健
康
管
理
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

〈
宴
会
の
上
手
な
乗
り
切
り
方
〉

①
つ
い
だ
り
、
つ
が
れ
た
り
す
る

種
類
の
お
酒
を
飲
ま
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
一
杯
ず
つ
作
る
焼

酎
な
ど
に
す
る
と
、
自
分
の
ペ
ー

ス
を
守
れ
ま
す
。

②
健
康
を
守
る
た
め
の
飲
酒
量
の

適
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
ビ
ー
ル

は
中
ジ
ョ
ッ
キ
一
杯
、
日
本
酒
は

一
合
程
度
が
適
量
で
す
。

③
お
酒
だ
け
を
飲
ま
な
い
で
、
食

べ
な
が
ら
飲
む
習
慣
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。
コ
ー
ス
料
理
や
酒
席

の
料
理
は
比
較
的
高
カ
ロ
リ
ー･

高
塩
分
に
な
り
が
ち
で
す
。
積
極

的
に
野
菜
料
理
を
食
べ
、
半
分
く

ら
い
残
す
気
持
ち
で
食
べ
る
の
が

ち
ょ
う
ど
良
い
く
ら
い
で
す
。

〈
食
べ
す
ぎ･

飲
み
す
ぎ
を
自
覚
し

た
ら
〉

①
ま
ず
は
体
重
計
に
乗
り
ま
し
ょ

う
。
体
重
測
定
に
よ
り
自
分
の
状

態
を
確
認
し
、
自
覚
を
促
し
ま
す
。

②
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も｢

野
菜
か

ら
先｣

に｢

よ
く
か
ん
で
食
べ
る｣

こ

と
を
実
行
し
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
予

防
と
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
効
果

に
つ
な
が
り
ま
す
。

〈
運
動
不
足
を
感
じ
た
ら
〉

①
寒
い
時
季
は
運
動
習
慣
も
滞
り

が
ち
に
な
り
ま
す
。
消
費
カ
ロ
リ

ー
が
少
な
く
な
る
分
、
ま
め
に
体

を
動
か
す
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ

う
。

②
み
か
ん
な
ど
の
果
物
も｢

な
が
ら

食
べ｣

し
て
い
る
と
、
無
意
識
に
多

く
の
カ
ロ
リ
ー
を
摂
取
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
み
か
ん
な
ら
一
日

２
個
程
度
が
適
量
で
あ
り
、
果
物

類
は
活
動
量
の
多
い
日
中
に
食
べ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
普
段
か

ら
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
果
物
や
菓
子

類
は
出
し
て
お
か
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
小
さ
な
努
力
を

積
み
重
ね
、
生
活
習
慣
を
変
え
る

こ
と
が
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。｢

継
続
は
力
な
り｣

で
す
！

 健康の道しるべ 毎月掲載

　平成17年に｢障害者自立支援法｣が施行され
（平成25年から｢障害者総合支援法｣）、雇用など
さまざまな場面で、障害者への差別問題は以前
よりも緩和されてきているように思えます。し
かし、障害者は、まだまだ自立と社会参加が阻
まれている状況にあり、仕事や収入、近所のつ
きあいに差別や人権侵害があると感じています。
　憲法では、｢国民は、すべての基本的人権の享
有を妨げられない｣と基本的人権を規定し、これ
を｢侵すことのできない永久の権利｣としていま
す。また、共生社会を実現するため新たに施行
された｢障害者総合支援法｣の基本的理念では、
｢障害の有無にかかわらず、等しく基本的人権を
享有するかけがえのない個人として尊厳される｣
と規定しています。このように、法律において全
ての国民は同じように人権が保障されています。
　交通事故や病気など、障害は誰の人生におい

ても、いつでも生じ得ることです。家族や友人
など自分自身の身の回りを含めて考えた場合、
決して特別なことではありません。障害を自分
の問題として捉え、障害者の日常生活･社会生活
を支援することで、障害のある人ない人が共に
暮らす社会を実現することこそが、障害者の人
権を尊重していくこととなります。
　12月３日から９日は障害者週間です。また、４
日から10日は世界人権週間です。皆さんもこの
機会に、ぜひ一度人権について考えてみてくだ
さい。（寄稿：市人権教育推進協議会委員・二生涯
学習課）
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大同特殊鋼
渋川工場

●公共職業
安定所

市立●
図書館　

ほっと●
プラザ　

●渋川
中学校

●渋川
女子高校

渋川駅～藤ノ木東
全面交通規制

●法務局
渋川出張所

●豊秋
小学校

国道17号線は
上り側1車線のみ
交通規制

17

石原跨線橋

折り返し地点

中村三差路

約2,000人のランナーが
疾走する駅前市役所通り ※矢印は選手の走路です。

編 集 後 記
　11月３日に行われた県民マラソンに広報係で参加し、
無事全員完走しました！エースのＳ職員は、なんと10㎞
を44分で完走する好成績。走り終えた後に｢疲労骨折して
るかも～｣と弱音をはいていたＳ職員ですが、ぜひ、前橋･
渋川シティマラソンにも出場してほしい！(田)

フルマラソンは定員に到達！たくさんのご応募ありがとうございます
　11月６日にエントリーを開始したところ、フ
ルマラソンの部はわずか２日間で定員を満たす
結果となりました。たくさんのご応募ありがと
うございました！県内初の市街地型フルマラソ
ンという期待の高さがうかがえます。
　現在実行委員会では、部門別に作業部会を開
き、開催に向けて準備しています。本市では、
市内のコース沿線にあたるお店やお宅を訪問し、
ご協力のお願いに伺っています。市内のコース
(駅前市役所通り)は下図のとおりです。他のエ

リアのコースは、市ホームページに掲載してい
ます。ランナーの皆さんが近くを走るときは、
ぜひ沿道からのご声援をお願いします。
　今後は、ボランティアやイベントを盛り上げ
るためのパフォーマンスにご協力いただける団
体を募集していく予定です。
■申込状況(11月25日現在･カッコ内は定員)△

10㎞＝1,942人(2,500人) 

△

５㎞＝470人(2,5
00人) 

△

３㎞＝136人(1,000人) 

△

３㎞ファ
ミリージョギング＝193組386人(350組700人)

毎月掲載／第２回（全６回）

本スポーツ･健康推進
調整室（℡㉒2241）

特別シリーズ

～前橋･渋川シティマラソンへ向けて～

マラソンジャーナルマラソンジャーナル 開催ま
で

あと  
         

日139

大会に伴う駅前市役所通り周辺の交通規制


